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本部長会議報告（代理：能登副本部長）

平成24年度　第 1回本部長会議報告

日 　 時：平成 24年 6月 7日（木）
  13：30～ 17：00
場 　 所：日本技術士会葺出第二ビル会議室
出 席 者： （総括本部）内村会長、小林・末利各副

会長、高木専務理事、西村・横山常務
理事
（地域本部長）能登（代理）、吉川（東北）、
大谷（北陸）、辻（中部）、福岡（近畿）、
近藤（中国）、加賀（四国）、甲斐（九州）

議 　 長：甲斐九州本部長
会 長 挨 拶： 4 月～ 5月に関東各支部の発足、3月

に東北傘下県支部設置、5月に北陸富
山県支部の発足、4月 19 日園遊会出
席、前会長高橋修氏の叙勲、第二次試
験申込状況、など。

【議事】
1．統括本部報告
　1）事務局（西村・横山常務）
　　→事務局の人事異動、当面の主要日程。
　　→ 平成 24 年度技術士第二次試験受験申込

者数：32 ,845 名で妬く、430 名の減少。
JABEE890 名が受験予定。

　2）総務委員会（西村常務・大谷小委員長）
　　→ 県支部役員の責務に関する規程制定の趣旨に

ついて：地域組織の設置運営に関する規則第
10条の趣旨徹底を図るため、各支部宛総務
委員会名で手紙を発送した。

　　→ 地域本部特別顧問の呼称について：地域本部
長経験者は特別顧問の呼称を用いるが、対外
活動を担当して頂く際に「名誉本部長」の呼称
を用いることができるよう、条文を加筆した。

　　→ 地域組織の運営に関する細則について：現在

検討中で、11月くらいまでには成案を得た
い。研究会の設置運営、地域組織での本部長
表彰、弔慰金、協賛団体の取扱い、会誌購読
制度（会友制度）、その他について議論を行っ
ている。地域本部役員、事務局職員の報酬の
あり方について検討願いたいとの要望があっ
た。

　3）企画委員会（西村常務）
　　→  CPD講演内容のWEB掲載について：地域

におられる会員に CPD機会を増やすため、
講演内容をWEBで見られるよう作業を進め
ている。地域本部の協力を頂きたい。

　4）広報委員会（西村常務）
　　→ 月刊「技術士」特別号原稿執筆の依頼につい

て：各地域本部 1名の協力を頂きたい。

2．地域本部報告
　1）北海道本部（能登副本部長）
　　→ 第 47回北海道本部定期総会概要の報告、第

40 回技術士全国大会（札幌）の準備委員会、
大会テーマ、分科会の検討状況を報告。

　2）東北本部（吉川本部長）
　　→ 東北本部傘下の県支部設立状況、東日本大震

災に対する支援活動状況などを報告。
　3）北陸本部（大谷本部長）
　　→ 地域本部事務局経費の検討依頼、WEB会議

システムの質的改善、年次大会報告。
　4）中部本部（辻本部長）
　　→ 年次大会で審議事項が無くなったため、参加

者が 2割ほど減少したとの報告。
　5）近畿本部（福岡本部長）
　　→ 第 39回技術士全国大会（大阪）開催への参加

案内、2012 日中科学技術シンポジウム（上
海）の開催報告。

　6）中国本部（近藤本部長）
　　→ 県支部設立に向けての活動状況報告、第 18

回西日本技術士研究・業績発表会の案内。
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　7）四国本部（加賀本部長）
　　→ 会員拡大の取組、当面の会合・行事予定の説

明。
　8）九州本部（甲斐本部長）
　　→ 第 32 回地域産学官と技術士との合同セミ

ナー開催予定、地域本部の決算番号について
の照会など。

◎理事会報告（能登理事）
平成 24年度　第 1回
日 　 時：平成 24年 5月 10日（木）
  13：00～ 17：00
場 　 所：葺手第 2ビル 5 F会議室
議 　 題：（主なもの）

【審議事項】
1．平成 23年度事業報告及び収支決算
　　→ 企画委員会並びに事務局より説明があり、原

案通り承認された。
2．平成 24年度新名誉会員について
　　→ 名誉会員推薦規則に基づき 13名の新名誉会

員の付議があり、原案通り承認された。
3．平成 24年度会長表彰者について
　　→ 会長表彰規則に基づき 88名 1グループの会

長表彰者について付議があり、原案通り承認
された。

4．北陸本部富山県支部の設置について
　　→ 総務委員会から説明があり、富山県支部の設

置が承認された。
5．技術士CPD審査規則の変更について
　　→原案通り承認された。
6．会員外の専門家委員への謝金に関する規則の変
更について

　　→ これに関し現行 17 ,000 円から 16 ,000 円
の謝金変更が了承された。

7．委員会委員等の異動について
　→ 中小企業交流実行委員会、海外活動支援実行委
員会、科学技術振興実行委員会の委員異動が承
認された。

8．会員の入会等
　→ 事務局から、平成 24 年 3 月末現在、正会員
14 ,125 名、準会員 3 ,644 名、賛助会員 162
社であるとの報告があった。

【報告事項】
1．東日本大震災復興支援活動状況報告
　　→ 防災支援委員会大元委員長より最近の支援活

動状況の報告があった。
2．総会議決権行使書取扱いの手引き書の変更につ
いて

　　→ 総会の議案が報告事項のみの場合に対処する
ため新たな様式を追加した。

3．東北本部管轄地域における県支部長の選任につ
いて

　　→ 東北本部役員会において各県支部長が選任さ
れたとの報告があった。

4．常設委員会報告
　　→各委員会から活動報告があった。

平成 24年度　第 2回
日 　 時：平成 24年 7月 12日（木）
　　　　　　13：00～ 17：00
場 　 所：葺手第 2ビル 5 F会議室
議 　 題：（主なもの）

【審議事項】
1．委員会運営に関する規則の変更
　　→ 特別委員会等の委員に準会員も就任できるよ

う提案があり、承認された。
2．委員会委員等の異動について
　　→ 常設委員会並びに実行委員会の委員異動につ

いて、原案通り承認された。
3．会員の入会等
　　→ 事務局から、平成 24年 5月末現在、正会員

14 ,282 名、準会員 3 ,450 名、賛助会員
161社であるとの報告があった。
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［報告事項］
1．平成 24年度技術士第二次試験申込状況
　　→ 第二次試験受験申込者は 32 ,843 名（うち

JABEE認定課程者は898名）であり、前年度
より1 ,500名の減であるとの報告があった。

2．技術士試験の見直しについて
　　→ 科学技術・学術審議会技術士分科会において

技術士試験の見直しについて検討中であり、
早ければ平成 25年度から適用する可能性が
あるとの報告があった。

3．東日本大震災復興支援活動状況報告
　　→ 防災支援委員会大元委員長より、最近の活動

状況について報告があった。
4．常設委員会報告
　　→各委員会から活動報告があった。

平成 24年度　第 3回
日 　 時：平成 24年 9月 19日（水）
　　　　　　13：00～ 17：30
場 　 所：葺手第 2ビル 5 F会議室
議 　 題：（主なもの）

【審議事項】
1．参与の委嘱期間の更新について
　　→ 前専務理事竹下功氏の参与委嘱期間の更新が

承認された。
2．役員候補者選出選挙管理委員会委員の委嘱ついて
　　→ 地域本部及び部会から推薦された標記委員の

委嘱が原案通り承認された。
3．会員の入会等
　　→ 事務局から、平成 24年 7月末現在、正会員

14 ,350 名、準会員 3 ,447 名、賛助会員
160社であるとの報告があった。

［報告事項］
1． 平成 24年度技術士第二次試験受験結果報告並
びに一次試験受験申込者

　　→ 第二次試験受験者数が 24 ,849 名で受験率
は 75 .7％であり、前年度より 1 ,800 名の
減であるとの報告があった。また一次試験受

験申込者は 22 ,178 名で、前年度より 540
名の減であるとの報告があった。

2．東日本大震災復興支援活動状況報告
　　→ 防災支援委員会山口副委員長より、最近の活

動状況について報告があった。
3．中国本部岡山県支部の設置検討
　　→ 中国本部において岡山県支部の設置に向けた

検討を行っている旨の報告があった。
4．地域組織の運営についての詳細規則等の検討状
況報告

　　→ 総務委員会から報告があった。次回本部長会
議での議論を踏まえ、次回理事会にて審議す
る予定である。

5．修習技術者ガイドラインの策定（中間報告）
　　→ 来年 3月出版を目処に標記ガイドラインの

作成に取り組んでいる旨、報告があった。
6．設委員会報告
　　→各委員会から活動報告があった。


